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みどりの食料システム戦略（持続可能な食料システムの構築に向けて令和３年５月に農林水産省が策定）
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「みどりの食料システム戦略」KPIと2030年・20５０年目標

⚫ みどりの食料システム戦略の実現に向けて、14のKPI（2030年・2050年目標）を設定。

出所：第１７回みどりの食料システム戦略本部（R７.12.２６）資料

※実績値は令和７年12月２６日時点のもの
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「農山漁村」経済・生活環境創生プロジェクト

⚫ 農山漁村の活性化に向け、官民共創により地域課題解決に係る案件形成を推進（事務局：農林水産省農村振興局）
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※１：「農山漁村」インパクト可視化ガイダンス本編はこちらを参照 （農林水産省HP ： https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanmin_kyousou/panels/impact.html）

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanmin_kyousou/panels/impact.html
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取組証明書・インパクト証明制度（参考）

「取組証明書・インパクト証明書」の詳細はこちらを参照

（農林水産省HP ： https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanmin_kyousou/panels/torikumi_certificate.html）

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanmin_kyousou/panels/torikumi_certificate.html


21

建築物への木材利用に係る評価ガイダンス

⚫ 林野庁は、令和６年３月に、「建築物への木材利用に係る評価ガイダンス」を策定。

⚫ ＥＳＧ関連情報開示の動きも踏まえ、地域金融機関が、投資家等に対して、
建築物への木材利用の効果を訴求できるようにするため、評価項目と評価方法を整理。
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評価分野 評価項目 評価方法

1. カーボン
    ニュートラル
    への貢献

①建築物の
エンボディドカーボン

   の削減

✓ ライフサイクルアセスメント（LCA）により算定した、
    建築物に利用した木材の製品製造に係る温室効果ガス（GHG）排出量を示す。

②建築物への炭素の
   貯蔵

✓ 林野庁「建築物に利用した木材に係る炭素貯蔵量の表示に関するガイドライン」により
    算定した炭素貯蔵量を示す。

2. 持続可能な
    資源の利用

①持続可能な木材の調達 
 （デュー・デリジェンスの実施）

✓ 利用する木材について、以下を確認していることを示す。（a.はその量や割合を示す。）
a. ①クリーンウッド法に基づき合法性が確認でき、かつ、

その木材が産出された森林の伐採後の更新の担保を確認できるものであること、又は
     ②認証材（森林認証制度により評価・認証された木材）であること のいずれかであること。
b. サプライチェーンにおいて「責任あるサプライチェーン等における人権尊重のためのガイドライン」

を踏まえた人権尊重の取組が実施されていること。

②森林資源の活用
   による地域貢献

✓ 地域産材（又は国産材）の利用の有無、利用量や利用割合を示す。
✓ 地域産材の活用を目的として、地域の林業・木材産業者と建築物木材利用促進協定等を締
結していることを示す。

✓ 産業連関表を用いて、木材利用による地域経済への波及効果を定量的に示す。

③サーキュラーエコノミー
   への貢献

✓ サーキュラーエコノミーの観点から、木材は再生可能資源として評価されるものであることを示す。
✓ 建築物において循環性（サーキュラリティ）を意識した、例えば以下のような取組を実施している
ことについて、具体的な内容を、可能な場合は定量的に示す。

a. 木材利用により非生物由来の（再生不可能な）バージン素材の利用を削減している。
b. 再利用木材（木質ボード等）を活用している。
c. 解体時の環境負荷を低減する設計を採用している。

3. 快適空間の
実現

内装木質化による
心身面、生産性等
の効果

✓ 建築物の用途等に応じて、訴求度が高い内装木質化の効果を示す。

「建築物への木材利用に係る評価ガイダンス」の本体はこちらを参照
（林野庁HP ： https://www.rinya.maff.go.jp/j/mokusan/esg_architecture.html）

https://www.rinya.maff.go.jp/j/mokusan/esg_architecture.html



